
社団法人 日本人間学会 

活動のご紹介 
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JSHAが推進する 
平和と繁栄のための三つの提示 

①人間の人格教育のための根本的 

  哲学理念＝平和哲学の提示 

  

 

②世界を覚醒し再構築するための 

  ビジョンの提示  

   

 

③青年たちを正しい道へ導く指導力 

      

PEACE PHILOSOPHY 

BIG  VISION 

TRUE READERSHIP 

真の哲学の使命 

世界平和のための具体的な貢献 

明確な活動目的 
 
 

現実的な実践活動による社会貢献 



ベナン共和国との本格的な交流開始 

大統領からの独立記念日への招待状 

2009年4月27日（金） 
駐日ベナン共和国大使館訪問 

4月27日 
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7月26日～8月2日 ベナン共和国訪問 

Mr. SEM Jean-Marie EHOUZOU 
外務大臣(中央）との会談 観光芸術省大臣  

 Mrs. Mamata BAKO B. DJAOUGA 

和解事務所代表 

 Mrs. Antoinette KABINE 

健康省閣僚長 

 Mrs. Antoinette KABINE 

2009年 

家庭省局長 在外高等理事会局長 

Dr. AGUEMON 

日本人間学会の紹介と親善を目的して 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/a/a3/LocationBenin.svg


3 

コンラン・ベッサン公使参事官と打ち合わせ 

ベナン共和国大使館訪問 

外務省訪問 

中東アフリカ局アフリカ第1課地域調整官 冨永純正氏（中央）との会見 
（エマニュエル・ベベニョン氏（左）、シェリル・ジャクソン牧師と共に） 

2010年 
  3月24日 
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コンラン・ベッサン公使参事官と 

ベナン大使館訪問 6月4日 

3月26日 

9月2日 一行ネパール到着 

ネパール訪問 

元国軍トップ ジテンドラ・ドッジ・カンド博士 
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ロケンドラ・バハドゥール・テャンド元首相 

チベット仏教ダルマセンター 指導者カルサング・ラマ師 

9月4日 

ネパール訪問 

9月5日 

マオイスト№2 バブラム・バッタライ博士（現職首相2011年8月～） 

パラマンダ・ジャア副大統領 

ネパール国営テレビで放送 

ベナン和解のプロセスの紹介 



ネパール訪問 
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9月5日 

ラム・バラン・ヤダブ・ネパール大統領 大統領官邸 



ネパール訪問 
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元首相（2011年2月～8月） 
ネパール統一共産党（マルクス・レーニン主義）ジャラナット・カナル党首 

国民民主党スルヤ・バダール・タバ元首相 

9月5日 

9月7日 

国民民主党パシュパティ・シャンシャー・ジャン・バハドゥール・ラナ党首 

現職首相 マタブ・クマール・ネパール首相 

ネパール会議派スシル・コイララ党首 

ベナン和解のプロセスの紹介 



2010年 
11月2日 

（社）日本人間学会  
今村和男代表理事 

シェリル・ジャクソン牧師 ジャン・バプテスト・ウィナー・ハイチ駐日大使 

ヤッソ・ベナン共和国駐日大使 

エマニュエル・ベベニョン博士 

（社）日本人間学会  
勝本義道専務理事 
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 ---主催：日本在外ベナン人高等理事会・共催 （社）日本人間学会 東京  

日本とベナン両国の親善のために 



「和解運動」の紹介  
長老会 

2010年 
11月12日 
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 駐日ベナン大使館からコンラン・ベッサン公使参事官が、
日本人間学会に表敬訪問 

11月19日 

ハイチ共和国大使、ジョン・バプテスト 
・ウィナー閣下来場 

12月4日 

ハイチ共和国大使館のジュディス・ 
エグザビエール参事官がハイチの 
紹介に来場 

駐日ハイチ大使館訪問 

ウィナー大使閣下が日本人間 
学会の名誉会員に登録 

チャリティ絵画展の収益から寄付が 
ウィナー大使閣下に手渡された。 

12月20日 
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 Mr. Hirachan主導によるネパール指導者会議の開催 
      （宗教者指導者、政治指導者参加）      

ベナンの和解のプロセスをモデル 
として、混乱するネパール議会に 
おいて、複数の党首間の話し合い 
による和解が成立し、憲法制定に 
向けた具体的な話し合いが始まる 

国際共同理事会、在外ネパール人協会会長 
1月7日 

ネパール 
2011年の歩み 

1月18日 笠谷和比古教授 講演 

2月2日 

国連日本政府代表部 
公使 有吉勝秀氏（中央） 

国連ベナン政府代表部 
国連特命全権大使 
ジンスー閣下 
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笠谷和比古教授 講演 

2月16日 

エマニュエル・ベベニョンさん（ベナン国籍）・勝本義道日本人間 
学会専務理事ＮＰＯ法人新現役ネット田町事務所にて講演 

新現役カレッジ 「ベナン共和国の５０年から学ぶ」 

～恐怖の独裁政治から「対話で実現させた無血の民主化」まで
～ 

2月17日 

2011年 
2月2日 

国連ハイチ政府代表部 
 ジーン・ウェスレー・カザウ次席大使 

国連ネパール政府代表部 全権公使 
シャンカー D バイラギ氏 

2月18日 駐日ベナン大使館訪問 



 日本人間学会では、具体的な社会貢献を行う上でいくつかの 
団体を応援している。（社）たった一つの命が推進している愛と命 
の運動もその一つである。 
 去る5月13日 韓国ソウルにある国会議事堂別館で行われた 
生命愛文化運動本部 生命愛キャンペーン宣言式に、団体の 
常任顧問でもある勝本氏（日本人間学会専務理事）が参加した。 
 

5月13日 

ソウル汝矣島にある国会議事堂 祝辞を述べる勝本専務理事 
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日韓で協約書を交わす 

インターネットTVから 
取材を受ける 

4月21日 駐日ベナン大使館訪問 



国連ベナン政府代表部 
ジンスー国連大使 
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国連ハイチ政府   代表部訪問 

5月19日 

国連日本政府代表部 

政策部 塩津香 一等書記官 

国連ネパール政府代表部  
アチャリャ国連大使 

ユネスコで国連和解フォーラム開催を提案 
ユネスコ・ニューヨーク事務所所長 
フィリップ・クリデルカ氏 面会 

5月20日 

2011年 
5月18日～20日 

5月18日 

国連での「和解と平和の大会」準備のため 



2011年 
5月21日～24日 
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ハイチ国立外交官アカデミー講演と会議 

アラミック・ルイス長官 

国立外交官大学での講演 

教育による復興支援を提案 



◆発表者：上村敏文  
      ルーテル学院大学准教授 
       （専門分野 日本文化論、比較文化論） 
 
◆テーマ： 「東アフリカのキリスト教受容  
        タンザニアを中心に 

日本人間学会 新宿事務所 
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左から村井氏・勝本専務理事・小野寺宮城 
県議会議員・フランコ氏・T・パッセカー（通訳） 

 7月15・16日 
 

震災地視察並びに学会としての震災復興 
支援策を具体的に議論する 

2011年 
6月24日 

宮城県石巻市に訪問 

 7月22日~28日 

7月23日 

ベナン政府国連代表部を訪問 

ジンスー大使（中央）が世話人をする高レベル青年会議参加の 
ために青年代表２名も同席  July 23, 2011 
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2011年 

国連高レベル青年会議に参加 
The UN High Level Conference on Youth 

潘 基文国連事務総長（左）  

 7月22日~28日 

7月25日・26日 

ラウンドテーブル会議にUNESCOのボコヴァ事務局長も参加 

ベナン共和国のヤイ・ボニ大統領のスピーチ. 
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7月27日 
ベナン共和国、ヤイ・ボニ大統領と会見 

大統領は、日本人がベナンの国民会議から 
始まった和解のプロセスを学んでいることに 
深い感銘を受け、満面に笑みを浮かべ、今後 
の積極的な協力を約束。 

元外務大臣と現財務大臣（左から２番目、３番目） 
 

2011年 

 
7月22日~28日 

国連日本代表部に国連フォーラムの最新 
状況を報告 
 塩津香一頭書記官とユースリーダー 

UNESCOで国連フォーラムについてミーティング 

UNESCOに命の運動についても紹介 

7月28日 




